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熱
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な
る
於
如
く

ft
0

Jl
f

i
象
的

1S 

A
.
.
-
X 

$

&的
故
存

^

主
勸
的

«

t

卽
ち
#

人
レ
と
は
亦
何
等
の
交
涉
を

S
 

は
#

意
義
な
る
物

®

爾
を
硏
究
す
る
の
要
な
し

■•と

せ

し

如

く

'予

は

實

際 

の

斯
//
>
る

擬

制

せ

ら

れ

杧

る

觀

念

を

挤

究

す

る

の

要

な

し

と

す

る

名

の

 

の
E

解

に

は

何

等

の

價

を
S

認

め

次

る

也

。

4

ハニ

の
全
然
主
觀
的
な
る 

„

恰

か

$
曩
き
の
物 

制
的
客
観
的
觀
念

(

香 

布

せ

^

る
也
。

教

A
 

に

は

存

存

せ

f
o

る
所 

な

A
;:
o
註
ニ

.

)

從
て
此
犍

謎

一

、|

敎

授

黑

交

，
f

リ
按
ず
る
に
經

I

書
に
於
て

'
 
|

用」

を
农
觀
的
に
解
せ
ら
へ
た
る
务
の
と
す 

る
ー
然
る
に
商

.‘業
大
辭
#
に
於
て
は

 

, 

!

t

利
の
大
小
は
：

…

•
哲
人
の
慾
絮
の
强
弱
に
正
此
し
、全
然
主

_

的
の

3

の
な
れ
ば
、人
に
依
リ
龄
诉
と
砟
と
に
衣 

^

ー
货
物

8

種
々
實
利
を
異
に
す

ー

」

と

t

れ
居
る
が
故

5

後
當
於
て
は
明
が
亿
實
利
を
主

^

的
と

® ! 

'L
り
ォ

.た
る
迚
而
し
て
、敎
授
は
此
兩
者
を
共
に

utility, 

.
N
u,g
l
l
, 

u
t
i
l
i
t
y
,

の
譁
辭
な

y 

i

せ
ら
る

V

が
^

と、從

c 

r

の
尨

<
r
丨
«

农
觀
的

(

經
濟
全
究
に
於
て

「

效
用

」

が

^

韵
的
亿
用
ひ
ち
れ
た
る
名
の
な
る
银
は
，敎
授
が

「

，
牝

に

不 

足
を
感
ぜ
ざ
る
地
方

.に
冻
リ
て

8

:r
i
:ニ
定

#

例
令
、は一
升
の
水
は
涡
を
谱
す
る
の
料
と
し
て
杏
、
と
效
益
を

. 

 ̂

ニ
S

と

言

る

、
亿
依
リ
て
明
か
な

i

o x
他。の
場
合

S

主
觀
的
に
用
ひ
ち
れ
た

t

の
な
れ
み
予
が 

1

^

£
パ

、

力

次

さ

£

度

£
5
ち「

擬

0

的

:?
5
人」

を
概

i
l
-
T

る
立
埸
ょ
リ
頌
れ
ば

Jk
ハ
に
を
個
ル
、
の
立

H

一
 

-
力
：
-
人」

の
L

紫
を
ぞ

5
^
こ
從
て
此
讀
望
を
滿
足
す
る
力

」

と
解
し
た
る

「
双
用

」

を
否

m
す
る
は
、そ

M

W

際
に

s

m

i

i

l

存
在
せ
ず
亦
存
在
し
得
さ
る
筲
の

_

制
に
外
な

5

ざ
る
が
爲
め
の
か
。
故
亿
彼
の

 

一
K

は
個
々
の
各
入
の
主
觀 

的
懲
望
た
リ
丨
-所
の
ぁ
の
が
萁
後
瓦
亿
集
合
し
て
後
天
的
に
平
瓒
點
を
見
出
し
た

9

と
云
ふ
意
味
の
淮
客
觀
的 

慾
望

.卽
ち
個
々
め
各
人
に
取
リ
て
.夫れ
夫
れ
に
主
觀
的
な

y

し
多
数
の
効
用
が
、

:»
:ハ
後
互
记
栩
集
合
せ
る
の
猪
梁 

と
し
て
强
弱
平
灼
せ
ち
れ
允
る
平
準
的
効
用
と
な
れ
リ
と
云
ふ
意
味
に
於
け
る

8

の
は
予
の
固
よ

9

是
認
す
る 

1

に
し
て
、予
は
セ
リ
ダ

.マ

y'
氏
の
所
謂

f

t

㈡S-
4 -
を
否
認

せ

ず

し

て

寧
ろ
一
肯
定
す

X

者
也
。

(
s
o
c
i
a
l

 utility is m
a
d
e

 

u
d of a

 c
o
m
b

s-a
t
i
o
n 

of 

i
n
d
i
v
i
d
u
a
l

 utilities.〔
principles, 1

9
0
9
, 

p. 

I
s
o
.
j
)

德
し
此
理
を
是
認
す
る
に
乳
ざ
れ
ば
經

m

學
の 

蜇
要
間
題
允
る
市
揚
代
價
論
は
之
を
說
明
す
る
祺
不
可
能
と
な
れ
ば
也

'

論
に
先
た
ざ
る
ベ
か
ち
ざ
る
舉

$

亦
菩
人
の
齊
し

{

識
る
现
也
。

然
ら
ば
敢
て
問
ふ
、

P

家
の
所

IR
#

人
の
慾
望

」

は
果
し
て
終
亿
擬
制
的
の 

非
ざ
る
や
如
何
。

答
へ
て
，日

 

然
擬
制
的
の
き
の
也
。
何
と
な
れ
ば
諸 

の
個
別
您
絮
の
平
準
な
リ
と
せ

.
ん
か
、然ら
.ぱ
此
等
の
諸
家
は
此
平
準
膝
望 

か
れ
ざ
る
可
か
ち
ざ
れ
ば
也
。
卽
ち

『

平
璀
的
惟
客
_
的
慾
望
を
滿
足
す
る 

先
ち
て
、

「

■

別
的
主
觀
的
慾
絮
を
滿
足
す
る
力

」

と
解

L

たる

「

ぶトヮス

」

を說 

す
れ
ば
諸
家
の
所
謂
、

「

効
用

」 (

平
準
的

1な
る

¥

說

P
る
，
に
先
ち
，成
一
意
味
に
於 

也
。
然
る
に
、此
等
諸
家
の
論
耩
を
觀
る
に
祺
赞
は
全
{
此
論
理
的
條
件
の 

ん
於
爲
め
に
先

 

'、つ諸
家
の
所

1

M」

を
說
か
る

,

を
見
る
也
‘

是
れ
諸
家 

ふ
所
の
平
堆
的
社
會

.的
効

I

に
非
ず
、從
て
典
根
摅
た
る
彼
の
所
謂
^

人
の 

望
を
数
理
的
後
夭
的
？

)

に
算
出
せ
ち
れ
允
る
結
粜
亿
成
る
に

«

あ
ち
で
、赞

然
リ
而
し
て
價
値
諭
が
此
市
場
代
價

洛

の
な

>»
'

や、平
谁
的
の
名
の
な
る
に 

家
の
所
謂
‘否
人
の
慾
望

」

が
若
し
旣
存 

を
說
<
に
先

ち
て
個

々
の

慾
常
を
設 

力』

と
解
し
た

.
る「

効
用

」

を
蝶
々
す
る
に 

か
れ
ざ
る
ベ
か
ち
ざ

y 

I
也
。

換
首 

て
；.懷
値

」

を
説
か
る
，

,

の
必
要

^

9

し 

反
對

R-
出
で
、諸
家
は

K

.
M
値」

を

0
か

!
,氏
が

謂

の
所
謂

.，効用

」

が
セ
リ
グ
マ
ン 

慾
窜」

な
る
场

の
が
旣
存
の
個 

は
個
別
的
慾
絮
が
先
、、つ#
在

.可
か
ち
さ
る

*5
8^-
な
る
の
理
を
認
め
す
し
て

#
.
_め
X 

s
v'f
e

^
、と
獨
歐
が

.先
天
的

?j

に
r

H
i_
5

れ
t

る
 

外
な
5

ざ
る
を

_

露
す
る

$

の
^

卵
ず
し
て
何
ぞ

V

予
が
*
.家
の
所
1

，蒂
人
人
類
の
慾
寒
を

1

片
の
擬

慾
望
の

.自
變
を
諭

.じ
て
a

邊
欽
撗
に
答
ふ

 

. 

六三

妒
が
俊

せ
ざ
る

制
に
過



齩
窠
の
自
變
を
論
じ
て

I

一
一
邊
敎
授
に
答
ふ

. 

.

六四

a 

t

r T
t:
i

' ^
J

; »
滿

V ?
る
の
力
た
る
？

I

効
？

亦
無
用
な

I

.
制
亿
,

ず
と
云
ふ
は
ミ 

ヵ
爲
め
に
し
て

7

が
%

文
に
於
て
駁

_

を
加
へ
た
る
亦
之
が
爲
也
。

 

：

'

以
上
を
以
て
予
は
物
自
爾
种
に
擬
制
的
綜
合
的
難
擬
制
，に
は
人
格
無
く
從
て
現
識
す
る

 

:

の
主
格
な
き

'似
故
に
、嚴
格
に
云
へ
ば
實

.
は
現
識
に
非
次
る
也

)

を
姘
究
、す
る
の
；要無
き
を
論
ヒ

 

t

e
る
S

.

個
、々
の
各
人

u

現
は

4

卞
る
現
識
は

f

名
述
べ
允
る
が
如
く
實

s

f

ー>

の
 

大
半
を
占
む
る
間
題
に
し
て
、意
志
と
合
し
て

「

«

界
の
全
部
を

」

成
す
名
の

.
な
6

0

然
る
に
同

】 

の
#

肖
爾

r

て
名
其
之
れ
に
對
す
る

a

者
く

l

e

¥

l

,の「

受
器

」

卽
ち
通
常
に
所
噴
主
觀

」

の
狀
 

'
態

如

何

u

依

6
 y

、其
现
識
と
し

V
现
は
る
、
世
界
で
®
大
差

t

 

J

は
當
然
な
る
が
心
理

 

上
ょ

6

權
て
此
受
器
の
緊
張
、狀
態
を

慾

念
i

稱

し
、吾
人
は
之
を
慾
望
と
云
ふ
。
從

<

現
瞀
と
 

し
て
の

1

界
を
經
濟
的
方
面
凇
於
て
觀
察
せ
ん
と
す
る
菩
人
は
、亦

〕

其
研
究
に
當

6

て、此
受
器

 

緊
張
の
狀
態
卽
ち
愁
望
上

4

め
f

可
か
ら
次
る
は
明
か
な

6

。
そ

S

て
f

兎
に
角
 

•
受
器
緊
張
の
狀
況
如
何
に
？

て
现

_

と
し

'
V

現
は

f

 

®

界
は
大

u

其
形

f

 

S

す
る

、
無
き
能
は
さ
る
也
、：而
し
て
斯
く
現
，
せ
ら
れ
杧
る
世
界
を
稱
し
て
、予
は
經
濟
學
上
之
を
効
用 

2

は
呼

^

也
。

Go

今
經
濟
學
者
に
し
て
：

1

現
_
に
款
當
す
る
觀
念
を
論
ヒ
居
れ
る
や
否
や
は
別
問
題
と
し
て

 

兎
に
角
或

«

の
主
觀
的
觀
念
の
存
在
を
認
め
、之
を
^
用
と
稱
せ
る
者
換
言
す
れ
ば
効
用
を
主

 

觀
的
な
ろ
と
す
る
者
を
例
擧
す
れ
ば
、獨
逸
語
國
，に
て
は
、フ
イ
サ
ッ
ボ
グ
イ
ッ
チ
敎
授
が

d
i
e

fQallze SlcaLa 

(let 

.Bedcrfnlsse 

㈡ロ
。teediirfnlsre

aQs
l

fqe
n
,

.

.

.j 

die 

zu 

j
e
d
e
r

 

Z
e
i
l
:

cr
e
i
 

j 

e d

 e 
日

？

il e n

 s c li e n

 

in

lb<2sti«lmter W
e
i
s
e

 v
o
r
h
a
n
d
e
n

 ist, w
l
r

pbu
n
s
e
r
c
r
t
.
e
i
i

 

u
cr
e
r d

e
n

 N
u
t
z
e
n
,

 

d
n:
l 

B
e 

£
p>-
{
c
3
g 

f
p

oJ
g

pcre
s
t
i
m
m
e
n

 

u
n
d

 

d
i
e
s
e
r 

w
i
r
d

 

d
a
d
u
r
c
l
i

 z
u
m

 M
a
s
s
e

QJ
S v

V
e
r
t
e
s
,

CL
.
e
n
 
名】

イ 

A
s G

s
e
r
n

 b
e
i
l
e
g
e
n
.

 

(

v
ff
Q
l.
勺 h

i
l
i
p
p
o
v
i
c
l
v
G
l
.
u
n
d
r
i
s
s
,

 I 

H
d
.

 

1
9
0
8
,

 S. 

7,)

i

*'

ベ

て「

ま

人」「

或

滕
1
と
云
ふ
は
全
然
主
觀
論
的
な
る
を

.
表
示
す
る
名
の
な
る
於
、

氏

の
外
シ
ユ

 

モ
ル
ラ
一
氏

(
G
r
u
n
d
r
i
s
s
,

 

I

 

w
d
. 
I
VD
O
OO
,
 

S
.
2
. 

I
I

 

B
Q,
.
 

I
9
0
4
- 

s
.

 

1
0
5)

レ 

ー 

ル

(
G
r
u
n
d
b
e
g
r
s
e
,

 

J
8
VO
3
.
S
. 1

2
1

沈*氏

等
に
？
之
を
認
め
得
べ

く

次
に
佛
國
に

<

は
グ

ー
ル
セ
ル
。セ
ヌ
イ
ユ
氏
が

.

.r
u
t
i
l
i

®,
.

.pe
a
t

 a
u

fqm
e
n
t
e
r

 

o
u

 

(linlinuer 

et 

c
nr
st pa

r

 

r
u
t
i
l
i

ffi
;

u
e
w 

§ 

m
o
i
n
s

OQ
3
304
rt
»qu.elle

JWo
n
t

 

e
n

 

elles q
u
e

 

Jo>
g

ridiesses a
u
2
"
3
e
n
t
e
n
t o

u

 d
i
m
i
n
u
e
n
t

.

.

. 

D
e
s

 d
e
u
x

 

termes.qui 
0

§
tn
rr
J3 -
§
t
l
e
 r

a
p
p
o
r
t

 d-utility, 

l
c
n 

r
l
l
o
m
m
e
)

 est le gcJet, 

r
a
ufr
e
,

la c
h
o
s
e
,

 

est 

obl.et. 

I/utilit 
爪

d

s
f-
t
-
p
u

 
叫 m

s
t
e
r

o
u d

i
s
i
n
u
e
r
,

 

s
o
u

 

p
a
r
.'an 

c
h
a
n
g
e
m
s

c-t
-
d
a
n
s

 

y
s-
p
rr
-d

/
h
o
m
m
e

 

et, d
a
n
s

 

0
« 

o
p， 

V
a
u
g
m
e
n
t
a
f
i
o
n

 

o
u

 

la 

d
i
m
i
n
u
t
i
o
n

 

est 

subjective, 

soit 

p
a
r

 

u
n

 

chai'igement: 

<ians 

1
-
e
p
t 

d
e

p
o
l
l
o
s
e
,

 

et 

a
o
r
s

 1
-
a
u
g
.
B
e
n
t
a
t
i
o
n

 o
u

 la 

d
i
m
i
n
u
t
i
o
n

 est obl.ective. 

(
v
o
v
.

 

C
o
u
r
c
e
l
l

 

e

—

s
s'
e
u
p

F
r
a
i

fr,

{X
.
W
C
S
1
, 

P
O
L

 

I. 

I
8
9
J
.

 4
i 

et 42.)

i

述
べ
、デ

I
ド
敎
授
が

.

.
:
:
l
e 

m
o
t

 d/utili^

.
:.
v:'
v
s
n
f
i
e

.
iD
c

o

pで 

r
o
j
p
r

s;
s:
d
o

^
p
o
n
c
h
.
e

 

 ̂un

 b
e
s
o
i
n

 o
n

 

^
s-
1
 desir q

u
e
o
o
n
q
u
e
,

 et 

cette utilite

se m
e
s
s
e

 u
n
i
q
u
e
c
n
s
t
:

 

w rintensi

s;

 ̂

O
Q び
n>
cn
o
i
n 

o
n 

d
e

 

0
0 

(

瓦
?*av.ions -

p
r
o
p
o
^
n
o
u
s
-
m

CD>
m
e
,

.

.

.

.

..c
e
l
m

 d
e

 d
e
s
i
rabuite

.

.

V
)
.

慾
望
の
自
戀
を
說
じ
て
三
邊
娘
授

.'に

.答ふ

 

六
五



6(

,愁
望
の
自
戀
を
論
じ
て
三
邊
敦
授
把
答
ふ 

(voy* Gide, Cours d
w
c
o
n
,

 Pol.1911, p. 44.)

•JU

ハ

BP

と

云
ふ
 

'が
如
き
卽
ち
是

.：れ
に
し
て
、英
米
に
て
$
、此
事
ぁ

6

卽
ち
^

パ
氏
は

M
o
s
t

 persons confuse ihe utility 

I
 the physical qualities w

h
i
c
h

 are .merely 

the basis 

or 

requisit 

condition of the u
g
t
v
.

 

T
h
e

 utility 

a gold, for instance, cannot be said to consist in its b
e
l
f
u
l

 yellow c
o
l
l

 its 

I

I
 freedom 

f
i corrosion, and 

high 

specific 

gravity. 

K

 

these 
qualities 

constituted utility, 

then 

Gold 

would 

be 

useful even 

to the drowning traveler whose 

P
i
e
t
s

 

.̂reloaded 

き
g 

o
o
i
? T

h
e

 
water of the 

river 

in 

which 

he d
r
owns would, 

I
r
o
v
e
r
,

 

be useful, 

because 

its qualities 

resainthe 
S

I
 

as 

if 
 ̂

答
I
 

?
 population 

of 

a 

t
o
w
n

 

for drinking 

I
 
I

I
 

I
p
s
e
s
.

 

A
s

 

Senior b
r
i
a
y

 

i

l

ラ
 

:utility denotes 110 intrinsic 

f
i
t
y

 

in 
the 

things 

which 

w
e

 

cau. l
u
l
;
it 

merely e
x
p
i
e
s

 

their 

relations 

t。
the p

a
i
n
i
d

 

pleasures of mankind.

こ(cf. Princ. of 
I
cr
l
.
K
c
o
n
.

)

マ
ー
シ
ャ
ル
氏
は

T
h
e

 utility of a thing to a 

p
e
r
i

 

at 

a 

time 

is 

measured 

by 

the 

extent 

to 

which 

it 

satisfies 

his wapts. 

(
M
a
l
f

 1 
一
 

princ 

iples, 

100
^
, p. 167.)

Utility is ta】<en to be correlative to Desire or w
a
n
t
,

 

(Ibid, 1007, 

d. 92.)

デ
一
グ
ン
ボ
一
ト
氏
は

.

.
才 

I-
+0 
ぎ
«-
*■ぎ
一
一

s-
巴 
3
0
 quality or attribute…

....utility oi other 

really 

intrinsic

.but the subjective

.pffect or interpretation of the external p
h
e
n
o
m
e
n
o
n

.

.the ultimate truth is, then, that, like utility, all these dualities are such

only in the sense oi relations"between the objective 

fact 

p 民
s-
0
r
t
i
n

 

consciosuness

.

.there 

is 

no 

place 

for 

= intrinsil"

qualities allywrre, 

unless a
s

a-
K
p
r.̂
s
i
vn>of the faith 

that 

there 

is s
o
m
e
where a reality in itself lying behind 'and upholding the 

reality as it appeals to us. 

(cf. Davenport, Value and 

s
g
s
l
^
nr
.
o
p
J
VO
0
3

) p- 

3
ソ)

•rnRI
Is

I
I
feII
I1

と

云

へ

る

也

。

偖
斯
く
の
如
く
現
識
せ
ら
れ

•
把
る
名

の(

效
用

)

を
.！i

識
す
る
事
に
ょ

6

て
始
め
て
價
値
な
ふ 

觀
念
を
生
ず
る
也
。
其
認
識
に
當

.6

て
や
或
は
比
較
考
暈
あ
る
べ
く
、或
は
旣
得
の
經
驗
に
訴 

务
る
事
も
あ
る
也
。

~乍
去
此
事
を
說
か
ん
は

^

か
今
日
の
目
的

'‘1C
#

5 '
.
る
か
故
に
効
用
は
直 

觀
に
し
て
價
値
は
識
識
也
と
云
ひ
置
く
に
止
め
ん
。

題
し
ぐ

「

効
用
小
觀

」

と
言
ふ
如
く
、本
章
に
於
て
は
予
は
效
用
の
事
に
就
て
の
み
意
見
を
述
べ

 

'

镫
き

-f
e

6

へ
而
し
て
稍
々
冗
長
に

亘

る
の
觀
あ
る

g

、是
れ
次
章
に
於
け
る

「

愁
M

の
自
變

」

を 

論
す
る
 

'似
爲
め
に
是
非
共
前
以
て
述
べ
置
，く
の
要
あ
る

^

故
也
。
前
述
せ
し
所
は
實
に

「

全
部
 

効
用
に
關
す
る
談

謬」

の
根
據
杧
る

「

慾
望
の
自
變

」

の
立
脚
點
に
し
て
甞

て
、
豸
十
一
月
卞
旬
國
家

 

學
會
雜
誌
に
投
ヒ
置
き
允
る

「

勤
勞
及
勞
働
の
區
分
に
關
す
る
愚
考

」

の
結
一
論
の
部
に
於
て
律
村

 

教
授
の
所
論
を
批
評

‘
ず
る
に
會

6
 V

旣
に
別
方
面
ょ

6

述
べ
置
き
杧

6

。
三
邊
氏
於
本
章
と

 

併
せ
讀

4

れ
ん
事
を
希

®

す
。
而
し

<

同
文
に
於

<

?

約
し

'
置
き

^

る
如
く
此
問
題
に
就
て
，

 

は
予
は
他
日
認
識
論
を
韋
し

て
明
ヤ
に
す
可
く
夫
れ
と
同
滕
に
近
日
ゴ
ツ
セ

V
/

ン
ガ
_、ゼ

 

r
t
/グ
才

X

ス
の

三
衆「

幷
に
，
是
れ

に
對
す
る

グ

ラ

ー
グ
、
X

V

丨

ト
、諸
氏
の
態
度
を
詳
'查
の

上
從

來

慾
望
の
自
製
奢
論

.じ
て
三
邊

'数

^

^

答

ふ

 

六

七
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慾
望
の
自
變
を
論
じ
て
三
邊
敎
換

k

答
ふ 

六
V

「

. 

• 

.

•«
用

せ

ら

る

、
劾

用

及

價

値

以

.何

物

な
4

し
^

に
就
て
の
私
見
を
發
表
せ
ん
と
欲
す

o

今

Jed.es m
r

i
e

r

 d
a
s

 W
e
s
e
n

 d
e
s

 N
i

n
s

 

m

lt
z
.
l
e
*

 

(
H
.

 D
i

f

 I, 

T
h
e
o
r
e
t
.

 

s
o
z
i
&
k
.

 

s. 

rol.)

D
i
s
t
e
r
e

 N
a
t
i
o
l
k
i
m
i
e

 h
a
t

 sich 

vielfach 

i
 d

i
e B

e
g
s
e

 d
e
s

 W
I

S

 a
b
g
e
l
h
t
; 

v
/
e
n
f

 

h
a
t 

„‘i
e iiber d

e
m

 W
e
r
t
h

 d
e
r

 

"

 

Begr
i
f
f
e n

a
c
h
g
e
d
a
c
h
t
.

 
(
G
.

 C
o
h
n
,

 

S
y
s
t
e
m

 d
.

 

N
a
r
o
K
.
, I B

d
.

 

S. 

1
8
1
,
) 

, 

I

此
種
の
評
は
予
に
於
て
固
よ
：

6

甘
受
す
可
き
而
己
。

三

慾

望

の

自

變

及

反

射

を

赂

述

し

て

三

邊

敎

授

紀

答

ふ

骷
.予
は

慾
望
の
自
變
を
論
じ
て
眼
界
効
用
說
を
否
認
す
て
ふ
題
目
の
下
に
前
記
ニ
窣
の

外
尙

(

三)

慾
望
の
自
蠻
、

S)

愁
絮
の
时
間
的
反
射

(

五)

限
界
効
用
説
の
莕
認

(

六)

三
邊
授
敎

ic
答
ふ

'な
る
四
草
を
附
し
て
論
を
耩
へ
匱
さ

2

るが 

典
紙
數
は
本
誌
の
紙
面
に
換
算
し
て
約

九十ノ
n

の
名
の
な
り
。

然
る
處
、
R

今

特
に
本
文
の

S

掛
亿

.

本
誌
の
餘
を 

説
ま
れ
た
る
我
高
城
ド
ク
ト
ル
よ
リ
紙

®

を
約
三
十
頁
に
せ
よ
と
の
注
意
を
得
た

H
V
O
今
本
文
の
金
部
を
彐
十 

¥1
に
腿
搾
す
る
に
は
初
め
よ

9

稿
を
改
む
る
の
要

^

る
.游
故
亿
亦

3

や
期
日
を
延
引

1

て
本
誌
亿
迷
惑
を
.及
ぼ 

す
の
恐
為
る
の
み
な
ち
ず

-1
>

は
此
間
題
を
可
成
詳
細
亿
解
洪
し
な
か
ん
と
.欲
す
る
が
故
に
本
文
策
三
草
以
下
を 

其
儘
切
斷
し
て
之
れ
を
京
都
法
學

#

雜
誌
に
移
す
祺
と
し
、只
第
六
韋
の
内
容
を
擴
張

I

て
本
文
を
痣
、
び

0 

P
レ
 

I 
t

o

.1
-
tハ
結
粜
充
分
に
慾
望
の
自
變
を
論
ぜ
ず
し
て
三
邊
敎
授
に
.答
ふ
る
琪
と
な
れ
る
は
予
の
大
に
遺
憾
と
す 

る
所
な
れ
共
、特
亿
木
問
題
に
關
係
も
有
せ
ざ
る

1

般
の
諸
苕
亿
は
一
通
リ
分
明
な
る
程
度
迄
は
論
じ
^
き
た
リ 

K

本
文
の
體
裁
が
前
揭
理
由
よ
リ
し
て
寵
頭
蛇
尾
と
な
れ
る
を
不
快
と
せ
ら

.
る
ゝ
諸
君
、

遮
幾

{

忒
蛇
尾

^

4

^

な
< 

I

て
分
量
的
■■頭
に
接
績
す
ベ
き

g

の
を
併
せ
請
ま
れ
ん

^

を
0

三
邊
敎
搜
の
反
問
は
三
個
ぁ

6

て
何
れ
ぜ
番
號
を
跗
し
ぁ

^

,

69

!■

一
 

問〕

。

予
、s「

論
者
或
は
言
は
ん
水
の
限
界
効
用
は
零
な

6

、敌
に
吾
人
は
一
盥
の
水
に
對
し

 

て
は
何
等
の
價
値
を
名

認

め

ず
、然

れ

共

丨
；
水
其
名
の
が
吾
人
の
死
活
を
制
扼
す
る
を
知
'悉

 

す
る
者
な

6

、旣
に
此
事
を
知
悉
す
、登
に
大
な
る
價
餛
を
認
む
る
に

非

ず

や

.

…

.

…
」

と
云
へ
る
に

 

對
し
て
、

「

今
從
來
の
學
者
に
し
て
眞
に
氏
が
此

所
に
期
待
す

る
が

如
き

言
說
を
な
す
者
な

ら

し 

め
'̂

氏
の
此
に
對
す
る
駿
擊
は
眞
に
道
理
な

6

と
言
は

^

る
可
ら
ず
、何
と
な
れ
ば
彼
等
に
し

 

て
斯
る
說
を
な
す
者
な
ら
ん
に
は
彼
等
は
先
づ
第
一
に
効
用
と
價
値
と
を
浪
同
し
、第
二
に
水

 

全
.̂

に
は
賈
値
あ

6

1

部
に
は
價
値
な
し
と
說
く
者
な
れ
ば
な

6

、乍
併
是
れ
果
し
て
事
實
な

 

6

や
吾

A

i
は
固
一
く
其
然
ら
次
る
を
信
ず
、論
ょ
ろ
證
據

請
ふ

次
の
言
を

讀
め

」

と

y

前
揭
經
濟
全 

書
第
一
卷
第
四
編
第
ト
十
ニ
頁

75
至
七
十
四
頁
に
於
け
る
氣
賀
敎
授
の
所
論
を
引

(

用
し
來

6

、
 

終
に「

筚
來
の
、學
者
舣
効
用

A

價
値
と
を
嚴
別
し

一

定
量
の
水
に
は
價
値
を
認
む
る
こ
と
あ
る

 

可
し
、
1C

全
體
に
對
し
て
は
價
値
を
！

I

む
る
乙
と
勝
ん
ど
無
し

i

說
く
や
、槪
ね
斯
く
の
如
き
な

 

6

、然
れ
ば

：

寺
尾

氏
^

此
點
に
對
し
.て
駁
擊
を
加
へ
ら
る
、
は
、氣
に
理
由
な
き
名
.の
と
云
ふ

可 

く
、氏
の
所
論
を
確
む
る
上
に
於
ズ
は
寸

«

j
の
實
効
無
し
と
謂
：ふ
可
き
な

6

。
而
し

y

余
が
之
 

を
以

y

寺
尾
氏
が
舊
議
を
誤
.解
せ
ら
れ
届
る
一
證
と
な
す
所

.
以
な

6

T

こ
す
、抑

,

^
否
：哉

」

i

論
斷

•
 

愁
望
の
自
铤
を
論
じ
て

1ー
ー
邊「

敎

授

に

答

ふ
 

.六
ゴ



慾
蟹
の
自
變
を
零
じ
て

^

邊
敎
授
に
答
ふ

 

七
o 

せ
ら
才
す

6
 

_

故
1C
.
此
問
に
對
し
て
世

±

學
者
が
實
際
に
此
く
云
ひ
届
れ
る
實
證

t

提
供
す
 

れ
.
ば
此
第

一
問
は
氷
解
す
る
に
て
、斯
く
せ
ば
教
授
は
予
の

「

此
.に
對
す
る
駁
離
は

眞
理
な

ふ
と
 

言
は
次
る
可
ヵ
ら
ず
と

^

め
ら
る
、
な
ら
ん
。
偖
今
其
一
例
は
ス
マ

|

ト
敎
|兒
於

T

f
 
I
, air, etc. b

e
i
n
g
,

 

in 

I

 totality, 

c
o
n
d
i
t
i
o
n
s

 
ひf c

u
r

 

U

Fw
e

 

a

l
 

l

e
 to t

h
e
B

 a
s

p

i

一
 

I

, 

f

 

I

 

o
f 

f

 as

 

:
1

1

1
 va

l
u
a
b
l
e
.

こ 
B
u
t

 w
e

 d
o

 n
o
t

 a
t
t
a
c
h

 v
a
l
u
e

 to 

I
 i

n
d
i
v
i
d
u
a
l

 p
o
r
t
i
o
n

 

o
f 

?

 be
c
a
u
s
e
,

 

w
h
e
r
e

 t
h
e
r
e

 is 

I

I
 

t
o
a
l
l
c
w

 

o
- 

O
S 

P
S 

§- 

l

a

s

-
 

2
- 

p
.
- 

(
w
.
s
m
a
r
f
f

 

I
n
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n

 to t
h
e

 

T
h
e
o
r
y

 

o
f

 

V
a
l
u
e
,

i

云
へ
る
を
擧
げ
ん
レ
ス
マ
ー
ト
敎
授
は
水
全
體
と
し

f

價
値
を
認
め
ら
る
、
を
云
ふ
.の
み

 

な
ら
.す
、-
水
全
體
に
は
價
値
あ
ろ
、一
部
に
は
價
値
な
し
と
と
說
く
者
也

0

予
餞
學
に
し
て
未
だ
ス

 

マ
I
ト
敎
•授
果
し
て

「

効
用
と
價
値
と
を
混
同

」

せ
る
や
否
や
を
知
ら
次
る
也
。
切
に
三
邊
敎
受

 

の
敎
を
俟
つ
。
是
れ

1C

て
第
一
問
は
全
部
氷
解
し

、
^

6

、乍
去
予
は
此
事
實
を
捕
へ
て
直
に
氣

 

1

敎
授
の
說
を

I：
れ
6

と
斷
梦
る
を
好
ま

^

る
也
。
盖
し
ス
マ

I

ト
敎
授
叉
は
予
の
喟
ふ

「

賈 

値氣寶敎授の爾はる、

「

價値

」

と其內容に於て

必

尹
し

.
名
差
異
な
き
を
保
せ
次
れ
ば
な

 

6

是
れ
吾
人
か
單
に
片
句
末
語
に
泥
し
て
自
己
の
物
尺
を
以
て
他
人
の
說
を
忖
度
す
る
を

 

*«
む
所
以
也
。

予
の
-私
見
に
侬
れ
ば
氣
賀
历
の
覩
ね
第
ニ
章
に
述
べ
置
き

^

る
方
画
ょ
ろ
批

i

l

i

l

l

l

l

f
 
f

l

i

p

-
-

判
す
可
き
《

の
也
。

.〔

第 

一一
S

三
邊
敎
授
咚
寺
尾
氏
は

#

第
三
章
に
於
<
更
に
全
部
効
用
に
關
す
る
從
來

一

般 

の
説
明
は
實
に
重
大
な
る
誤
謬
な

6

と
し
て
左
の
如
く
說

//
>

る
、日く

『

論
者
が
全
部
効
用
の

計 

算
な

6

と
稱
す
る
は
、實
は
一
定

M

の
水
の
全
部
効
用
を
計
上
し
把
る

^
p

o

t
は
あ
ら
で
其
水

 

の
存
在
量

.が
一
な
る
滕
に
於
け
る
限
界
効
用

'
ニ
な

.る
脖
三
な
る
脖

…
…

：
百
な
る

.塒
に
於
け
る

.

各
場
合
の
各
當
該
限
界
効
用
を
別
々
に

.算
出
し
置
き
て
、此
等

'-
種
の
場
合
に
於
け
る
ぶ
種
の

 

個
々
別
々
の
限
界
効
用
を
慢
然
合
算
し
杧
る
迄
の
事
に
し

 

<

、裳
に

.謂
は
"れ
な
き
算
法
と
云
は

3'
'
,る

べ
//
>

ら

梦.「

惟

分

r

一
 

定
皇
の
財
の
中
に
て
某
單
位
量
か
優
位
の
愁
望
を
充
足
し
他

の
軍
位
量
が
劣

#:

の
慾
望
を
充
足
す
る
等
の
事
は
認
識
論
上
有

6

得
ベ

^

ら
次
る
名
の
な

6

。 

故
に
從

.來
の
論
者
於
謂
ふ
意
味
に
於
け
る
全
部
効
用
な
る
名
の
は
如
何
な
る
場
合
に
於
て
？

 

存
在
す
る

n
J

と
な
し

』

と
此
ぼ
果
し
て
正
當
な
る
可
き
や
否
や
。
今
限
界
効
用
及
全
部
効
用
を

例
解
し
て
例
ば

『

.

.』

な
ど
說
く
を
聽
き
、之
を
寺
尾
氏
の
所
說
に
比
す
る

i

き
は
、理

は

當

に

居

.

尾
历
の
側
に
あ
る
や
に
思
は
れ

§'

る
に
あ
ら
岁
，

.

.

.
然
れ
共
今
此
於
る
誤
解
を
招
ぎ
具
き
例

觫
を
棄

V
、

左
る
憂
な
き
他
の
例
解
：

F

例
へ
ば
米
五

«

を
所
有

し

て
其
內
最
初
の

I

石
.は
生
存

慾
望
の
自
變
を
諭
し
、て
三
邊
敎
授
に

.答
ふ 

七一



.慾
'望
の
自

"變
'を
.論
-じ：て
.三：邊
敎
授
忆
答
ふ

 

七

竹

土

S

食
料
に
供
し
、次

の

1
1

石
を
ば
耕
作
其
他
に

 

用
t

牧
畜
の
飼
料

f

 

S

四

の

i

5

l

用
I

、獸
類
の
飼
料
に
供
す

f

,の
と 

拿
の
一
石
は
餘
剩
に
し
て
更
ら
に
用
途
な
し
と
假
定
せ
ん
に
、此
場
合
に
於
け
る
限
界
効

 

用
は
零
な
れ
こ
ぞ
併
し
五
石
の
米

.全
體
ょ
ろ
受
く
る
劾
用
は
例
へ
ば

g

+

:

各
+
 

W 

+ 

0の
a
 

く
に
し
て
ニ
十
な

£

矣

5

|

|

6

、之
|

5

2

基

比

す

る

と

|

果
し
て

 

2

。
5

勿
合
に
於
、て

は

存

在

量

一

な

る

矣

f

f

墓

な

る

と

き

、等

各

異

'の
時
に
於
 

け
る
效
用

I

出
し
て
之
を
合
針
し

’

I

の
に
あ
ら
き
る
や
論
な
き
其
上
に
、一
定
量
の
財

 

の
.
中
S

單

優

S

I

I

足
し
、同
？

他

S

I

S

2

證

I

足
す

. 

I

の
事
。ぁ

-

ノ
得
可
か
妻
と
名
亦
爾

s

難
か
る
可

5

’
故
S

の
非
難
は
此
處
に
消
滅
す

本
間
は
全
然
三
邊
敎
授
の
誤
解
と

i

s

 

f

難
く
敎
授

の
言
は
る
、
中
に
は
、敎
變
の
誤

—

非
★

し
V
 

I

S

異
S

く

之

I

分
S

在
す

I

く
f

、
£

に
、|

予

の
立

f

バ
カ
め
て
明
か
に
せ

f

可
か

I

る
事

t

先
づ
；

三
邊

敎
授

と
同
一
の
立

 

ち
®

I

I

自
變
？

の
と
の
假
定
の
上
に
立
ち
て
答
へ

5

5

後
予
の

立
場
に

73

還
る
方
公
平
無
私
な
る
を
得
，こ
考
ふ
る
が
故
に
然
か
す
る
事
と
せ
ん
懷
ふ

r

敎

授

反

問

の

•要 

點
は
ニ
な
ら
、卽
ち

(
J

 

)

前
揭
の
如
き
例
に
於
で
は
、各
異
め
賭
に
於
け
る
効
用
を
算
出
し
て
之
を

 

令
野
し

^

る
$

の
な
ら

5'
'

る

に

ぁ

ら
^

や
と
云
ふ
事
と

(

ニ
ニ
定
童
の
財
の
中
の
各
單
位
量
の

 

同
脖
に
充
足
す
る
欲
望
間
に
優
劣
の
差
な
し
と

ft

云
ひ
得
宇
と

'
云

ふ

，事

是

也

。

ニ

)

三
®

敎
授
の
例
に
於
け
る
米
五
石
の
中
に
て
第
一
の
一
石
の
み
を

「

八」

の
効
用
の
食
料

1C 

供
し
、次
の
一
石
を
ば

「

六」

の
釀
造
用
に
供
，じ
て
食
料
に
供
せ
次
る
に
至
る

ft

抑
S

何
故
な

6

や 

と
考
务
る
に
、是
れ
全
く
第
二
石
目
を
食
料
と
し
て

ff
i

ゆ
る
事
に
よ

6

て
得
べ
き
効
用
が
釀
造

 

B

と
し
て

^

ベ、き
効
用
の

「

六」

よ
6

名
少
な
き
に
因
る
名
の
な

6

、從
て
此
場
合
■四
石
を
悉
く
食

 

料
：叉
は
醸
造
料
等
の

.

一
に
用
ひ
杧
る
場
合
と
‘毫
名
異
な
る
こ
と
な
し
、故
に
三
邊
氏
左
る

0 

解
の
憂
な
き
例
解

」

と
せ
ら
れ

^

る
該
例
解

a

依
然
と
し
て
氏
於

「

誤
解
を
招
き
易
き
例
解

」

と
せ
 

ら
れ
杧
る
水
の
例
と
異
な
ら
ず
。

(
1
1
)

三
邊
敎
授

.
等
の

«

せ
ら
る
、
彼
の
限
界
効
用
説
咚
財
の
個
々
の
單
位
量
の
價
値
は
其
限

. 

界
效
用
に
よ

6

て
定
ま
る
、何
と
な
れ
ば
今
其
中
の

^

れ
の
一
個
を
失
ふ
と
す
る

^P

之
か
爲
め

 

失
ふ
所
の
享
樂
は
最
終
單
欧
量
の

充
足
し

つ
、
ぁ

6

し
.慾
望
卽
.ち
其
財
の
限
界
効
用
に
外
な

.慾望
の
自
變
を
論
じ
て
三
邊
敎
授
亿
答
ふ

 

七ヨ
>
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慾
望
の
自
變
を
論
じ
て
三
邊
敎
授
亿
答
ふ

 

モ
S3
.

ら
次
れ
ば
也

」

と
云
ふ
。
而
し
て
斯
く
何
れ
の

M

M

を
充
足
し
つ
、
あ
る
財
を
失

^

名
、此
慾
望
 

は
最
小
の
慾
望
を
充
足
し

.
つ
、
あ
る
‘財
に
て
充
當
す
る
を
得
と
云
ふ
事
は
財
の

一

定
單
位
量
 

か
種
々

.
の
大

S

の
®

望
を
充
足
す
る
が
爲
め
に
彼
此
流

.用
せ
ら
れ
得
と
云

分

事
と
、之
を
反
對

 

に
觀
察
し
て
、各
軍
位
を
流
用
し
て
同
一
大

r
o

の
慾
望
上
に
集
中
し
得
と
云
ふ
事
の
前
提
の
下

 

に
立
つ

g

の
な

.
6
、今
此
心
理
を
進
め

.
て
一
財
に
ぐ
充
足
せ
ら
れ
得
る
各
種
程
度
の
大

3

の
_
 

望
否
不
足
の
感

i

云
は
ん
は
何
れ
名
同
一
の
大
さ
の
您
豐
と
な
る
と

'0

論
斷
に
達
し

*

る
$
 

の
が
卽
ち
予
の
，見
也
。
而
し
て
予

K

此
く
 

j

物
に
依

.
6

て
充
さ
れ
得
る
慾

a

間
に
は
連
絡
あ

 

6

て
互
に
大
小
の
別
あ

6

、從
て
何
れ
？
同
一
の
大

3

の
名
の
と
な
る
べ
し
と
主
張
す
る
其
艰

 

-底
は
您
望
が
自
變
す
と
云
^
點
に
在
る
也
。
然
ろ
ば
慾
望
は
何
故
に
自
變
す
る
や
と
云
ふ
に

 

抑
名
您

M

i

は
不
足
の
感
と
此
不
足
の
感
を
排
除
せ
ん
と

CD
-

願
望

.と
ょ

6

成
る
名
の
な
る
於

 

此
不
足
の
威
な
る
名
の
は
現
實
的
の

3

の
な
る
が
故
に
、實
際
に
、充
足
•せ
ら
る
ゝ
に
非

^

れ
dr 

逍
滅
せ
す
、亦
其
代

6

充
足
さ
へ
せ
ら
る
れ
ば
其
充
足
せ
ら
れ
把
る
限
度
に
於
て

.
は
^

卞
t

滅 

す
可
き
性
質
の

.の
也
。
然
る
に
此
不
足
の
威
を
徘
除
せ
ん

■
と
の
願
望
に
茔

6
 v

へ
は
■則
ち
全
 

然
想
像
的
の
名
の
な
る
、が
故
に

「

に
其
人
の
心
持
ち
如
何
に
ょ

6

て
生
爾
し
實
際
に
不

£

が

圏I
I

1|
I|
j：
1
私1■i

充
足
せ
ら
れ
不
足

b

感
，於
消
滅
す
る
に
至
ら
次
石
に
先
ち
、充
足
せ
ら
る
.、丈
け
の
材
料
存
在

 

せ

C
S

と
の
信
念
を
さ
へ
得
る

U

至
.
ら
ば
此
、排
除
願
望
は
立
骨
に
悄
,
す
ぺ
き
也
倒
へ
ば
吾

 

-
=

如̂
何
に
渴
し
居
る

.と
名
眼
前
に
多
量
の
水
の
存
在
す
る
を
見
て
は
湛
て

^

不
足
ク
.
威

を
©* 

へ平せ
.
ん
.と
.
の
願

§|

卽
ち
水
を
得
ん
と
の
願
望
起
ら
ぎ
る

&

。

*̂

る
に
一
方
ネ
足
の
威
&
ち
渴

 

は
實
際
に
水
を
飲
む
迤
は
決
し
て
銷
却
せ
ら
る

"

こ
と
な
き
也

0

m'
口
人
只
牛
肉
を
購
ひ
把
る

 

の
み
に
て
未
だ
之
を
食
は

^

る
#

は
'
牛
肉
に
對
す
る
不
足
の
威
は
未
だ
匿
^
れ
穸
と
雖
名
而

 

名
护
肉
を
重
ら
に
得
ん
と
す
る
の
願
望
は
起
ら

•
次
る
也
。
.

然
る
に
慾
望
は
不
足
の
威
の
'み
よ

 

る
成
る
に
は
非
梦
し
て
此
感
と
是
れ
を
徘
除
せ
ん
と
の
願
望
と
よ

6

成
る
名
の
な
る

'
が
故
に
、
 

七
く
排
除
願
望

^

充
足
前
に
於

<

$

減
少
す
る
こ
と
ぁ
る
以
上
は
、不
足
の
威
獨

6

依

然

^

る 

名

您
、
も

果

ホ
L

か
A

き〜

る

レ
•

あ
か
*
。
而
し
て
効
用
と
は
慾
望
を
充
足
す
る
の
力
な
る

 

ゾ
敌
に
比
際
効
用
名
亦
充
足
行
爲
の
ぁ
る
以
前
に
於
て
早
く

$

旣
に
滅
せ
ら
る
'
を
免
れ
卞

 

是
れ
卽
ち
慾
犟
に
自
働
的
變
動
ぁ
る
所
以
に
し
て
、是
れ
ぁ
る
於
爲
め
、單
に
存
在
量
を
一
見
し

 

杧
る
の
み
に

’
し
て
旣
に
之
に
對
す
る
慾
望
は
減
ず
る
也
。
斯
く
論
匕
來
ら
ば
ー
定
の
栂
に
當

 

同
一
’

財
の

'同
一
分

«

に
<

充
足
せ
ら
る
べ

'

#

慾
.
望
は
何
れ
名
同
一
，大
の
ぢ
の
に
迄
自
變
す

75

6

m
m
の
白
變
を
m

じ
て
ご

邊
数'

操.

於
答
ふ



歡
望
の
自

_

を
論
じ
て
三
邊
，敎授
亿
答
ふ

 

七六

V

ぺ
き
事
誠
に
明
白
な
ら
ん
、是
れ
攝

x
*

"
^

な
る

式
の
出
で
杧
る
所
以
に
し

て
、
從
來
の
限

^
 

效
用
說
は

i
慾
‘望

の

變
動
を
測
定
す

i

稱
し
て
.其

實

慾
望
の

I

部
分
女

る

不
足
の
威
の
變
動
を

 

沏

定

し

，把

る

迄

の

事‘
也
。
効
用
を
客
觀
的
に
解
す
る
の
可
否
は
兹
に
別

論
と
じ
て
、若
し
之
を 

■

客
觀
視
し
て
其
の
論
理
を
賞
か
ん

i

せ
ば
効
用
は

I

定
不
易
な
ら
次
る
可
か
ら
次
る
舻
故
に

 

1
04-
9 

+
 

S I

、i

な
/
ジ
得
次
る
は

明
か
な

6

。
次
に
効
用
を
主
觀
的
に
解
し
て
其
論
理
を
貫

 

力
ん

i

せ
ば
必
梦
や
予
か

#

^

せ
し
所
の
如
く
な
ら

^

る
可
か
ら

f

o

z
が
故
に
是
れ
亦

1
0

 +

9

 

+

 

s

 

U

な
み
得
ず
。
獨
不

足
の
威
は
主
觀
的

に
し
て

且
現
實

的
な
る

於
故
に
、寒
に

-i
l
l：
ヒ

論
者
の
云
ふ
如
く

1
0

 

i
-

 

9

 

+
 S

-
-
-
C
M
る
3

の
に
し
て
亦
然
か
成
ら
次
る
を
得
ぎ
る

S

の
也
。

3

れ
ば
三
邊
敎
授
か

「

夫
れ
然

6

、而

し

て
斯
く
解
し

來
る
に

於
て

は
氏
於

『

從
來
の

慾
望

順
次
下
 

降

表(

寺
尾
日
#
ろ
不
足
の
感
順
次
降
下

表)
は
例
へ
ば
一
盃

目
.の
酒
、一

ロ
目
の
羊
_
は
香
人
の 

舌

上
突

^

に
如
何
な
る

受
威
を

與
へ

tc

る
や
、
第
ニ

盃
目
は

第
二
 

ロ
目
は
如
何
と
云
ふ
亂
に
實 

際
受
け

お
る

受
感
を
事
後

.に

至
6

て

一
々
漏
さ
ず
記
載
し
杧
る
反
應
試
驗
表
に
外
な
ら
次
る 

な
6』

と
云
は
る
、
點

^
^

亦
杧
誤
解
允
る
こ
と
自
ら
明
な
る
可
し
。

蔻
し
惟
ふ
に
寺
尾
氏
は
一 

部
の
論
者
が
例

を
、
飲
食
の

如
き
場
合
に
採

6

-C
輕
々
に
說
明
し
、去
る

を
見
て
此
く
の
如
き
は

是
气
實
際
に
飲
食
し

-̂
る
後
に
於
て
檢
出
せ
る
實
感
に

 

の
に
外
な
ら
^
と
な

し
、
然
る
後
に
此
く
の
如
き
は
不
合

 

6

と
せ
ら
れ
、終
に
右
の
如
く
攻
擊
を
な
，さ
れ

t

る
•ち
の
 

へ
ば
飲
食
し
て
其
味
を
知

.
6
、然
る
後
に

其
實

際
の

受

感 

す
.

る
；？ P

の
に
あ
ら

^

る
は
、少
し
く
注
意
し
て
其
所
論
を

 

み
な
ら

ず
、余

於
前
後
に
引
用
せ
る
が
如
き
例
解
に

就

き 

る
可
き
な

-
O、

然
れ
は
余
は
日
く

「

是
名
亦
氏
の
誤
解
に
外

 

問
.ま
是
れ
に
て
遺
慽
な
く
氷
解
し

^

6

.と
信

ず
、以
上

を 

る
積
，
6

也
。

基
て
の
効
用
の
大
小
を
云
爲
す
る

 

理
な
ろ
、誤
解
な
纟
'不
可
解
の
代
物

 

な
る
可
し
と
雖

名

、
從

來
の
論
者
が 

を
基
礎
と

し
て
効
用
の
大

 

讀
め
ば
決
し
て
察
し
•難
か

 

て
之
を
見
れ
ば
#
意
極
め

 

な
ら
卞
と

」

と

云
は
れ
^
る

 

以
て
第
二
問
の
全
部
に
答

へ 第  <  ら 小

置 ニ 明 さ 、'  を 

き の 白 る 云

セ： 反 な の 爲 例 な 名

(

附
言

)

而
し
て

K
*

足
の
感
は
現
實
的
の

.名
の
‘に

して 

後

に
弗
ざ
れ
ば
、

興

充
足
ょ

9

得

ベ
さ

受
感
の
大
さ 

量
的
豫
見
的
の

g

の

^

1

が
豫
見
的
な
る
に
比
す 

大

3

を
計
リ
得
、從
て
世
上
論

#

が

2 :
を
充
足
す
る 

な
る
数
量
を

8

充
足
前

.亿
■於
て
算
定

I

得
る
な

リ

-
 

‘

動
如
自
蠻
を
認
め
ず
、に
其
豫
見
的
許
算
を
行
ふ

毫

8

豫
見
性
を
有
せ
ざ
る
が
故
に
實
際
に
之
を
充
足

l

tt
る
 

を
量
る
事
能
は
ざ
る
也
妬
點
慾
望
瀋
望
內
亿
は
願
望
て
ふ
考 

X

ば
大
等
あ
リ

®

豫
見
性
あ

a

ば
こ
そ
充
足
前
に
當

9

て
其 

礙
こ
よ

W
S
て
1

0

+ 9, 

+
00_

_
を

得
と
云
ふ

P
如
さ
手
前
瞵
手 

り*

効
用
を
主
觀
的
と
認
め
乍
ち

^

豫
見
的
自
變
を
認
め
ず
、其
 

等
限
界
効
用
説
を
奉
ず
る
者
に
は
前
後
の

矛'盾多

L
。

.

偖
备

I

位
の
効
用
何
れ
？
同

一

と
な

6

\*
%

と
.す
れ
ば
、，將
に
限
界
効
用

i

稱
す
可
き
効
用

慾
望
.
の
自
狻
を
論
じ
て
三
邊
敎
授
亿
答
ふ
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徽
望
の
自
變
を
論

じ
て

三
邊
敎
梭

に
答

ふ

：

'

*b
x

な
く
、

一
視
同
仁
效
用
は
凡
れ

4

同

-

^
 

X

，

X

姻
i

と
な
る
。
故
に
予

S

僅
を
充
足
す

l

i

解
し
女
る
’効
用
の
中
に
於
て
限
界

 

0

用
な
る
特
殊
な
る
效
用
の
存
在
を
否
定
し
、斯
く
て
限
界
劲
用
說
其
者
の
存
在
を
否
認
す
る

 

名
の
也
若
し
夫
れ
所
謂
限
界
効
用
說
な
る
名
の

' 

於「

不
足
の
威

^j

充
足
す
る
力

」

に
外
な
；̂
次

 

る
-
効
用

」

の
階
級
的

S

S

後
t

 Q

と
し

V

 

Q

限
界
効
用

I

.

張
す
る

,P

の
な

6

せ
ば
、予

 

雖
'̂

其
の
理

^

と
1

て
の
存
在
を
談
む
る
位
の
：寬
度
は
之
を
有
す
る

^P

の
に
し
て
、規
に
.今
 

部
効
用
に
關
す
る
誤
謬

」

に
於
て
名
楚
れ
を
是
認
し
：知
き
允

6

0

然
6

、然
れ
共

ft

く
の
如
き
ま

彼
等

Q

s

f

非
？

を
如
？

金

し

I

此
‘

U

S

Q

S

表
は
我
經

.ff
®

{c

於

て

之

を

拼

究

す

る

の

、要

無

き

を

如

何

せL

。

‘〔

第
三
間

〕

以
上
を
以
て
予

I

ニ
問

S

へ
盡
せ

|

故
に
今
上

4

三
の
反
問
に
對
し
て

 

答
ふ
る
あ
ら

ん

•と
す
。

•

三
邊
敎
授
は

「

以
上
說
き
去
6

、說

き

來

る

所

に

ょ

，り
て
、余

は

寺

尾

氏

の

舊

說

に

對す
る

駁
論 

は

其

實

決

しy

駿
f

 

な

る

を

明

に

し

得
T

i

f

 

.

5故
5

下
更
に 

1

涔

を

進

；

§

て

历

の

提

案

杧

る

頭

ス

姻.
=

賧

渎

绺j
g

な

る
*

法

の

不

當

な

る

所

以

を

简

單u

ノ:I1
I
1
I

I

11
1
1

1 .I

卜#

! V

I I

I

1
8

1

1

1

1

1

79

論
證
亡
ん
と
す
。
卽
ち
先
づ
假

6

に
氏
の
說
に
從
び

^

X

褲
=

睜
な
ら
と
し

V

、之
を
前
記
の

 

米
五
石
云
々
の
^

に
適
用
し
、其
結
果
に
就

§

y

之
が
當
杏
を
檢
せ
ん
此
場
合
に
於
て
は
米
の

 

谷
一
石
の
限
界
効
用
は
假
定
に
從
ひ
零
な
る
が
敌

U
、

氏
の
算
法
に
從
へ
ば

0

X
 

511
0

と
な
る
、
 

換
言
す
れ
ば
其
五
石
の
米
は
吾
人
に

.何
等
の
効
益
を
$
與
へ
居
ら
ず
と
云
ふ
事
と
な

る
、
詳
し
 

く
言
へ
ば
吾
人
は
五
石
中
の
四
石
の
米
を
或
は
食
铧
用
と
し
或
は
釀
酒
用

i

し
或
は
牧
畜
飼

 

養
料
と
し
て
充
用
し
つ
、
あ
る
に
名
拘
ら
ず
其
中
の
一
石
を
餘
分
と
し
過
剩
と
し

V

之
よ
' 

Aノ
 

効
益
を
受
け
届
ら
ざ
る
に
侬

6

其
米
全
體
に
對
し
て
何
等

0-
効
用
を
名
認
め
ず
と
云
ふ
に
歸

 

着
す
。
眞
に
奇
妙
な
る
箅
法
に
あ
ら
古

S

や
。
學
理

&

必
ず
し

S

常
識
と
一
致
す
る
こ
と
を
要

 

せ
t

而
^P

斯
の
如
き
は
餘

6

に
«

し
き
背
反
に
あ
ら
ず
や
。
之
を
此
場
合
に
於
て
其
五
石
の

 

^

よ
6

受
く
る
全
體
の
効
用
は

00
+

6 

+ 

4
- 

+ 

2

+

0

=

^

2

0

な
6

と
云
ふ
‘寺

尾
氏

Q

所

謂

舊

式

.算 

法
の

結
果
と
比
し

て、何
れ
於
常
識
的

’
に
し
て
、而

^P

亦
^

吾
人
、
の
理
性
を
滿
足
せ
し

む
可
；
き
や

< 

寺
馬
氏
以
外
可
人
と
雖
名
後
者
な
ろ
と
言

ふ
を
拒
ま

^

る

可
し

…

：…」

と
云
は
る
。
是
に
對
し

 

<

は
ニ
點

よ

答
ふ
べ
し

 

# 

.

.

-

,

(
K
.

敎
授
於

「

換
言
す
れ
！

S

其
五
石
の

*

:«
,
吾
入
，に

.：何
"
等
の
効
益
を
名
與
へ
届
ら
梦
と
云
ふ

C

慾
：望
の
自
變

‘を
論
じ
て
三
邊
敎
授

‘に
答
ふ
， 

七
プ

.



す
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慾
望
の
自
變
ゼ
論
じ
て
一

1-r
邊
敎
授
に
答
ふ

八
o

4

、
な
る
。

詳
し
く
云
へ
ば
吾
人
は

$

石
ザ
f

 H
,

石
b

米
，は

或

は

食

料

肥
o

と0

し0

或

U

釀

酒

用0

々
湛
を
實
際
に
醫
し
プ
い

^ 0
^ 0

に
拘
ら
岁
ヒ 

、6

次
る
に
至
れ
る

^

け
れ
ぱ
也
。
効
用
の
可 

る
べ
し
。
只
敎
授
の
提
案
於
如
何
に
$
尤
名

i

i

と
し
或
は
牧
畜
飼
養
料
と

し

i
儿
MO
し
つ
、
ぁ

60
0 

…

，
其
米
全

體
に
對
し

.
5

等

S

用

t

s

?

s
 

S
着

f
 

2
る
、

S

根

f

何
か

s

f
在
す
る 

や
に
思
は
る
蓋
し
此
擊
法
を
以
て
せ
^
予
は
日

S

用
を
認
め
す
と
云
ふ
事
を
驚

5

る
べ
る
に
至
れ
る
ベ
け
れ
ば
也
。
効
®
の
何

.

言
や
を
反
省
す
れ
ば
其
理
直
ち
に
分
明
袭
る
べ
し
。
只
敎
授
の
提
案
が
如
何
に
ゼ

f

ら
し
く

g

こ
ゆ
る
理
由
、換
言
す
れ
■ぼ
五
石
の
米
に
何
等
の
勃
用

I

認
め
岁
て
ふ
予
の
算
法

 

&

如
何
に

S

常
識
の
如
く
聞
こ
ゆ
る
は
是
れ
敎
授
の
提
案
た
る
第
五
石
目
の
一
石
の
効
用

.

.
は
零
？

i

常

f

叶

I

る
前

f

る
、S

J
し

i

例
を
し

v、
.

s

f響
。\

む
る
當
面
の
貴
任
者
は
斯
か
る
前
提
を
築
き
杧
る
敎
授
其
人
な

6
と
予
は
思
夸
。へ
乍
去
此
く 

の
如
き
は
第
三
問
中
の
瑣
細
な
る
名
の
な

6
、
重

要

な

る

名

の

は

他

に

在

ろ

.0
而

し

て

是

れ

を
 

解
か
ば

(

ィ)

敎
授
の
前
提

.を
容
る
、
と
名
亦
且
其
五
石
の
米
に
劲
用
ぁ
ろ
、從
て
予
の
算
法
の
沒 

常
識
的
に
非
ぎ

.る事(

こ
敎
授
の
前
提
舣
實
際
甚
だ
沒
常

_
的
に
威
せ
ら
る
、
事
は
明
白
な
る 

ヵ
然
ら
ば
何
故
に
斯
く
名
沒
常
識
的
に
威
せ
ら
る
、
や
て
ふ
事
の
二
者
を
明
か
に
し
得
る
也
。

81

.
三

)

今
左
に
說
く
所
は
敎
授
妒
予
に
致
さ
れ

'
 

杧
る
反
問

三
個
の
中
に

<

稍
々

；私

見

の

芷

面

に 

向
へ

6

と
思

tt
る
、
唯
一
の
反
問
な
る
於
偖
之
に

#

し
.て
は

'予
は
慾
望
中
の
排
除
願
望
の

.
# 

間
的
反
射
を
述
べ
て
答
へ
に
供
さ
ん
と
す
る
也
。

 

* 

.
 

.

,

V

予
は
翁
に
不
足
を
排
除
せ
ん

i

の
.
顾
望
は
不
足
を
排
除
し

#

ん
.と

の

信

念
さ

へ

具
は

れ

'
ば 

(

見
込

r

ニ
附
け
ば

)

實
際
現
實
に
不
足
の
威
を
銷
却
し
去
ら
ず
と

S

事
前
に
龄

.
V

 (

消
®
し
去
る

 

S

の
な
る
を
述
べ
女
る

^

是

れ

と

反

對

に

、不

足

の

威

》

.ー

 

滕
的

U

は
必
ず
一
や
消
却
せ
ら
れ
得

 

る
S

の
な
る

^

而
か

$

斯
く
不
足
の
威
の
消
滅
し
て
存
在
せ
次
る
刹
那
に
於
て
$
#
不
足
排

 

除
の
廊
望
は
存
在
し
得
る
に
て
卽
ち
後
日
の
事
を
顧
み
て
後
日
起
る
ベ
き
不
足
の
威
を
排
除

 

す
る
の
材
料
を
今

m

に
於
て
獲
得
し
置
か
ん
と

.希
や
名
の

に

し

て
腔
菩
の
心
理
卽
ち

.
逄
集
、(

野 

蠻
未
開
の
民
に
は
不
足
の
威
名
少
な
，
事
な

.ら
ん
於
、之
を
排
除
せ
ん

i

の
願
望
の
少
な
き
事

 

從
て
.
貯
#

心
.の
少
な
き
事

^

彼
等
に
慾
望
の
少
な
き
重
®
な

 

'る
理
'
•由
の
一
な

6

、野
巒
人
に
は

 

慾
塵
の
少
な
き
故
肸
菩
心
少
な
し
と
云
ふ
は
誤
な

6

、彼
等
に
は
力

.
性
^

る
願

1

ル
な
し
故
に

 

股
菩
心
名
避
望

名

共
に
少
な
し
、雨
者
の
關
係
は
並

存
的

に
し
て
因
果
的
に
非
ぎ
る

*
三
邊
敎

授
が
五
石
の
米
の
効
用
が

0

x

oc
h

o

な
る
の
，.、私
兔
を
，擧

げ<

實
際

Q

實
情
1C

符

合

.せ
す
と
せ

. 

. 

' 

-

慾
.望
の
自
變
を
諭
じ
て
三
邊
钕
；撗
.に
答
ふ
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82

IM
.
.に
五
石
を
要
す
と
の
意
な

6 

iし
て

*

愈
望
の

.
自
變
を
論
じ
て
三
邊
敎
授
に
答
ふ
，

八ニ

ら

る

.、
其

米

は

如

何

な

る

米
な
，ろ

や

假

6!
ヲ
ー
/

極
端
な
る
場
，合
を
假
想
し
先
づ
每
月
無
窮
に
五
石
の
米
於
地
上
に
涵
出
す
か
空
よ

6

天
下
る
 

と

の

意

な

せ

ん

。
然
ら

-
ば
其
供
給
無
代
且
無
窮
な
る
故
其
米
の
効
用
は

Q

X
 5

 

=

 

0

に
よ
 

6

て
.
零
な

6

0

叢
し
現
に
何
等
の
効
用

を
名

與
へ
居
ら

ざ

.る

の
み
な
ら
す
.亦
何
滕
迄

^

つ
と

•

.
 

3

無
窮
な
る
故
現
在
と
同
欉
何

.

の
塒
に
於
て

.
名
零
な
る
，ベ
け
れ
ば
也
。
次
に
若
し
其
五
石

 

の
米
の
み
存
し
絕

»

的
に
不
可
再
漉
得
的
な

6

と
の
意
な
ろ
と
す
れ
ば
、然
ら
ば
其
現
存
せ
る

 

米
の
现
在
に
於
け
る
劲
用

»

0

ス
5 

=
 

0
に
よ

6

零
な

6

。
然
れ
共
翌
月
に
至
ら
ば
餓
死
せ
次

 

る
可
か
ら
次
る
事
明
か
な
る
於
故
に
、今
若
し
此
餓
死
を
免

.れ

ん

と

欲

す

る

頗

望

卽

ち『

生』

-£
對 

す
る
悠
望
は
無
限
大
な

6

と
す
れ
ば
、一
ヶ
月
後
に
於
け
る
此
無
限
大
の
慾

M

に
反
射
し
來

6
 

て
其
人
を
し
て
五
石
は
愚
か
一
合
の
米
を
す
ら
安
ん
匕
て
揹
費
す
る
に
致
ら
し
め

次

る 

從

て
0x

 

5

 

=

 

0

の
：止
反
對
な
る

8
 

x

 

0 =F 
8

て
ふ

^

の
が
一
ヶ
月
の
後
方
よ
，り
反
射
し
來
る

 

g

の
也
、而
し
て
此
兩
極
端
の
中
間
が
現
坶
の
狀
況
，に
近
し
故
に
予
の
式
弱

X
樾
=
=
咖
名
最
、近
 

の
形
式

^

X
姻

=

^
$
共
に
決
し
て
事
實
に
反
す
る
事
な
き

息
。

此
反
射

あ

れ

ば

こ

そ

予
は
 

安
ん

b

て
彼
の
式
を
主
張
し
所
謂
全
部
効
用
を
誤
謬
な

6

と
論
斷
し
杧
る
為

〕

否
慾
望
に
不

83

足
の
感
以
外

に
颇
0

て
ふ
想
像

的
考
量

_

#
性
存

す

れ

'ぱ
^j

そ
、
^
0

は
自
變
し

<
浮

X

挪=

 

全
な
る
式

を

得
、慾

0
1C

顺
M

て
ふ
反
射
的
分
子
存
す

れ
ば

-Z
.
そ
懲
望
は
反
射
し

V
.

能
く
 
@

變 

の
意

»

を

兜
成
し
杧
る
也
ひ
藎
し
自
變

と
は

必
す
し

$
自
働
的
低
落

の
み
を
云
ふ
に
非
ず

し 

て、
反
省
的

維
特
を
名
合

む

名
の
な
れ
ば
な
み
。

(

ゴ
ッ
セ
ン
ニ
六
頁
パ
て
ル
の
資
木
論
の
綺
舯

)

以
上
の
外
敎
授
は
番
號
を
附
せ
す
し
て
予
於
グ
ィ
！

 

F 

I
及
フ
-
ッ
タ
ー
の
所
謂
價
値
と
効 

力
と
を
很
同
し
届
る
旨
論
せ
ら
れ
杧
る
气
予
よ
ム
ノ

si
れ
ば
之
に
對
す
る
返
答
は
眞
面
目
な
.る
 

話
の
域
外
に
在
る

g
の
と
し
か
考
へ
ら
れ
次
る
於
敌
に

.敢
て
駁
擊
の
勞
を
靡
せ
ず
。
只
敎
授 

の
再
考
を
望

0
の

み
0

斯
く
て
予
は
三
邊
敎
授
反
問
の
全
部
に

*

し
て
、予
自
身
に
は

一

肪
的
間
に
合
せ
的
に
非
ず

 

し
て
根
本
的
な

6

と
！； i

む
る
答
辯
を
猶
單
に
試
み
置
き

*

る
積

な
6

。

其
.結

果

予

は

不

幸

に 

し
て
一
點
名
蒙
を
啓
く
を
得

^

6

し
を
遺
憾

i

す
る
？p

の
な
る
？
、斯
く
敎
授
が
卑
說
を
半
解

 

せ
ら
れ

^

る
は
決
し
て
世
に
所
爾
半
解
の
類
に
は
非
次
る
に
て
、其
責
任
の

一

半
は
予
自
ら
負
 

ふ
べ
き
？
の
な

6

。
壁
頭
明

//
>

£

す
る
所
の
如
く

「

全

g

効
用
に
關
す
る
誤
謬

」

は
慾
望
の
自
變

 

1C

其
根
底
を
有

し
、
後
者

ft

亦
予
の
.世
¥

'觀
'
に
*
.̂

源

を

發

す

、

(

と

云

ふ
^p

予

一
.

個
の
考
へ
に
あ
ら

慾
望
の
自
狻
、を
諭
じ
て
三
邊
敎
撵
た
答
ふ
/ 

八
一1

一



A'

.

.

,
と
思
！
へ
ば
；也
。 

*

f

終

6

、
u酿
み
、鼯
磁
镲
士
の
高
思
と
高
派

>-
グ
レ
ル
の
厚
霞
を
謝
心
併
せ
て
糜
酿
大
搴
の
發 

展
を
祈
み
ニ
月
四
日
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